
はじめに：直行便就航
　2025年 1 月31日、羽田空港とスウェーデンの首都ス
トックホルム・アーランダ空港を直接結ぶＡＮＡの航
空便が就航し、スウェーデンは東京からは航空機の乗
り継ぎなしで行ける、ぐっと近い国になりました。
　ＡＮＡが直行便を就航させる方針を決定し、近く公
表することを、私がＡＮＡの方から電話で聞いたのは、
その約 1年前、ストックホルムの在スウェーデン日本
国大使館内でした。
　現在はロシア領空を飛行しないため、10時間を切る
最短ルートでの飛行ではないのですが、多くの日本の
方にスウェーデンを訪れてみてほしいです。ベスト
シーズンは夏です。

コロナ禍での着任と大使館での勤務
　私が家族とともにストックホルムに着いたのは2021
年 3 月上旬、コロナ禍の真っ只中でした。スウェーデ
ンは日本と同じくロックダウンをせず、当初、政府は
ソーシャル・ディスタンスを重視する一方でマスク着
用を推奨していませんでした。着任前の 1月に政府に
よって通勤時間帯の交通機関内のマスク着用が推奨さ
れたことを知っていたのですが、着任後、出勤時のバ
ス・地下鉄内でもマスクをしている人は全然いないこ
とに驚きました。
　着任当初、大使館の仕事は職員を 2グループに分け
た隔日出勤でした。オフィスは個室で、出勤日も同僚
と近距離で同じ空間を長く共有することは多くなかっ
たです。ただ、自室を出て共通スペースに行くときや
同僚や上司への相談に行った際はお互いマスク着用と
いう館内ルールはあり、それは 1年ほど続いたと記憶
しています。
　スウェーデンの政府機関は、コロナ禍では職員に在
宅勤務を推奨し、政府側の方としばらく直接会うこと
はできず、最初にスウェーデン政府の方とミーティン
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グを行ったのはオンライン会議で、私は大使館から、
先方 2名はともに自宅からでした。
　着任した年の 8月頃に隔日出勤がなくなって通常ど
おりの出勤となり、2022年 2 月、オミクロン株の流行
中に、政府によりイベントの人数制限等の規制緩和方
針が発表されました。オミクロン株は感染力が強いも
のの、ワクチン接種も進んでおり重症化しにくいため
でした。段階的規制解除を発表したものでしたが、流
行の真っ只中で政府が規制緩和方針を発表することに
対しては、周辺諸国でも概

おおむ

ね同じ頃になされたものの、
日本との違いを感じました。
　 2年目の 4月にはスウェーデン入国に関する規制も
解除され、日本からの出張も少しずつ再開されました。
その頃はまだ日本への帰国には出国前にＰＣＲ検査で
陰性となっている必要があったため、出張者に現地で
便宜を図る「便宜供与」という業務の中に「出張者の
帰国前検査のためにストックホルム近郊のＰＣＲ検査
機関を調べて検査を予約し、出張者に予約情報・検査
機関の場所を教える。場合によっては同行する」とい
うものが加わりました。日本側が検査を必要としてい
る一方、諸外国の規制解除の流れでストックホルム近
郊の検査機関がどんどん減っていったため、対応が発

生した館員間で「あそこの検
査クリニックはなくなった」
「まだここのクリニックでは
検査できるらしい」「まだ空
港でも検査は受けられる」と
いった情報を交換しながら対
応しました。今思えば2022年
の夏から秋にかけてのみ発生

した、そういう意味でも奇妙な仕事でした。
　この頃以降、現地政府等の方と会って要請や意見交
換を行うという、「大使館業務としては通常」のスタ
イルに戻っていったのですが、コロナ禍に初めて大使
館員となった私は政府側担当者と会って話をするとい
う仕事に不慣れで、初めて一人で政府側に要請に行っ
たときは大変緊張し、何とか用務は果たしたものの、
思い描いていたようには話せなかったことを覚えてい
ます。

美しい水の都・ストックホルム
　誰が言ったか知りま
せんが、ストックホル
ムは「世界一美しい首
都」「北欧のベニス」
と言われているそうで
す。ストックホルムは
「メーラレン湖」の湖
畔、バルト海への出口
付近に位置します。市
域には湖と複数の島が
あり、島どうしは橋や
地下鉄で繋

つな

がっている
のですが、その水辺や対岸のたくさんの建物・屋根、
ところどころ見える北欧に特徴的な教会の尖

せん

塔
とう

も見え
る景色は、非常に美しいです。
　美しいのは水辺からの景色だけでなく、住宅街の街
並みもとてもきれいです。日本と大きく異なるのはス
トックホルム市内の建物で、現代建築もありますが、
多くは近代建築ということです。築100年ほどのアパー
トも珍しくないどころか、多くはそれくらいです。我
が家が借りたアパートも、建物は築およそ100年でし
た。もちろん内装は100年前のままではなく、歴代の
オーナーにより新しくされています。
　市内の多くの建物は、基本的には 5・ 6階プラス屋
根裏階という造りで、建物の高さが大体揃っています。
大抵 2階以上は集合住宅で、 1階もアパートであるこ
ともあれば、 1階または半地下部分が店舗や事務所と
なっている場合もあります。建物の色や形は統一され
てはいませんが、多くは茶系・黄土色・クリーム色・
暖色系といった落ち着いた色合いで、窓の枠や格子は
大抵白く塗られていて、同じ建物の窓は等間隔に並ん
でいます。そのような建物がストックホルム市内では
沿道に隙間なく建っており、廃屋や空き地は皆無と
言っていいほど無く、大きな看板も無く見通しが良い
ため、歩道を歩けば、調和の取れた街並みが遠くまで
見渡せます。
　電線はほぼ地中化されていて電柱はほとんど見あた
らず、街灯の支柱も最小限です。街灯は道路の両側の
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建物の壁にボルト留めで
道路上を渡されたワイ
ヤーに吊

つ

られているのが
標準です。道路の両サイ
ドは駐車スペースになっ
ているので歩道沿いに縦
列駐車の車が並んでいる
のですが、見通しの邪魔になる背の高いものはほぼあ
りません。
　歩道上はところどころ汚れや犬のフンなどがあり、
日本ほどきれいではないですが、街並みの美しさには
飽きることがなかったです。

スウェーデンの夏
　スウェーデン訪問のベストシーズンは夏と言いまし
たが、もちろん観光の話です。
　ストックホルムは北緯60度くらいで、札幌より約
1,800kmも北に位置するのですが、緯度でイメージす
る程
ほど

寒くなく、気温は札幌と概ね同じ、または少し低
めというくらいです。緯度が高いので真夏も暑過ぎず、
台風のような暴風雨も来ず、穏やかです。サマータイ
ムもあって夜は11時頃まで明るいこともあり、とても
快適に過ごせます。が、日本大使館のスタッフにとっ
て悩ましい事情があります。
　スウェーデンでは、暦上の夏至（例年 6 月21日頃）
後の土曜が「夏至祭」という祝日です。その前日の金
曜も事実上の休日で、前夜祭としてまちの広場で「メ
イ・ポール」を立て、輪になって踊り、夏が来たこと
を盛大にお祝いします。なお、祝日である土曜日には
特にイベントはありません。学校は 6月20日頃には学
年が終わって 8月上旬までの夏休みに入ります。 6月
下旬から 8月上旬が長いバケーション期間です。
　スウェーデンの方は家族と過ごす時間を大事にし、
法的にこの時期 3週間以上連続した休暇を取る権利が
保障されていることもあり、特に 7月には 3週間以上
の長い休暇を取得する方が多いです。政府機関はカラ
にはなりませんが、出勤者は半数以下となり、この間
のスウェーデンは「大使館が依頼したいことがなかな
か進まない国」になってしまいます。

　一方、日本で通常国会が終わり、政府の要人や国会
議員の外国訪問が多くなるのが 7月中旬からです。日
本から国会議員や大臣等による 7月のスウェーデン訪
問という希望があっても、現地は事前に政務クラスも
職員も調整して休暇を取得するので、不在というケー
スが多く、希望どおりのアポ取りが非常に難しくなり
ます。私の在任中、 1年目はコロナ禍だったため日本
からの訪問希望はなかったのですが、 2年目には国会
議員、 3年目は大臣の訪問希望がありました。面会相
手候補・訪問先のリストを作り、現地スタッフに上か
ら順番にアポ取りしてもらうのですが、不在予定の方
が多く、なかなか苦労しました。それでもどうにか複
数の訪問先・面会をセットし、どうしても時間が空く
場合は視察先等をひねり出してスケジュールを埋め、
行程を作ります。
　ということで、スウェーデンの夏は要人が出張する
にはベストシーズンではないのですが、両国それぞれ
の事情があるため、大使館員の夏の苦労は今後も続く
でしょう。

地域公共交通とキャッシュレス
　スウェーデンでは、全国に21あるレーン（県）ごと
に、県内の公共交通を運営する公営企業があります。
ストックホルム県では、県内のバス、地下鉄、トラム、
ストックホルムと近郊の町を結ぶ通勤電車、そしてス
トックホルム周辺の河や湖を行き来する通勤用フェ
リーを、ＳＬ（Stockholms Lokaltrafi k）という公営
企業が担っていますが、実際の運行はＳＬが運営権の
入札を経て外国企業も含めたバス運行会社、鉄道会社
などに委託しています。例えば私の在任中、ストック
ホルム県の鉄道（地下鉄、通勤電車）を運行していた
のは、香港の鉄道会社であるＭＴＲでした。
　乗り方で日本と大きく異なる点として、ＳＬでは、
移動距離ではなく利用した時間に応じて運賃が徴収さ
れます。このため乗物に乗ったときに改札・運賃徴収
があり、降りるときには改札がありません。75分が 1
単位時間となっていて、ある日の最初の改札から75分
経過後に別の乗物に乗り換えたら、自動で次の単位時
間分の料金が徴収されます。経営主体が同一であるた
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めか、例えばバスから地下鉄やフェリーに乗り換えて
も、その逆の場合も、単位時間内であれば、追加の料
金は徴収されない仕組みです。
　チケットは単位時間のチケットの外、 1 日・ 3 日・
7日間や 1か月、 3か月、 6か月、 1年の期間チケッ
ト、そしてお年寄り向けや、学生向けに期間や利用時
間がやや限定されている割引チケットなどがありま
す。
　私は通勤にバスや地下鉄を使い、子どもも通学に地
下鉄を利用していました。妻も子どもの学校の迎えの
ため地下鉄を利用し、家族全員が期間チケットを持っ
ていました。それなりの金額を事前に払うのですが、
チケットの仕組み上、期間中はＳＬの公共交通機関が
乗り放題となります。通勤経路を行きと帰りで変える、
週末に県内のやや離れた場所に出かけるのにも新たに
交通費がかからず、自家用車を持たなかった我が家は
翼を得たような気分で、特に週末は大いに活用しまし
た。
　そしてＳＬでは、チケット購入に現金を使えません。
着任した頃には地下鉄駅の改札機のそばに各種のチ
ケットを専用のＩＣカードに登録する方式の券売機が
あり、その券売機で印刷される単位時間の紙チケット
もありましたが、支払いはデビットカードまたはクレ
ジットカードのみでした。その後システムが更新され、
スマホのアプリで単位時間のチケット・各種の期間チ
ケットが買える他、チケットをＱＲコードで表示させ
てかざすことで、改札を通れます。またアプリやＩＣ
カードを持っていなくても、タッチ式のデビットカー
ド、クレジットカードを改札機にかざすことで、単位
時間料金の支払いができるようになりました。バスも
フェリーも同様です。現在、ＳＬの券売機はなく、ア
プリか専用のＩＣカード、またはデビットカード・ク
レジットカードで利用します。
　ストックホルム県以外のいくつかの県でも公共交通
を利用しましたが、どの県もそれぞれ公共交通の専用

アプリがあり、アプリで事前にチケットを購入でき、
現金を使わないことは共通でした。アプリは私のスマ
ホではスウェーデン語でなく英語表記で、外国人にも
便利に作られていると思いました。
　なお、スウェーデンの銀行キャッシュカードはデ
ビットカード機能が付いていて、銀行口座を持ってい
る人はカードでの支払いが可能です。カフェやレスト
ランでは現金で支払いができない店も多く、大半の人
はキャッシュレス生活を送っていると思われます。
　キャッシュレス化は、企業側の人件費含むコスト削
減に繋がることが導入理由のひとつです。現地スタッ
フから聞いた話では、スウェーデンでは企業がコスト
削減を理由に人員を減らすこと、それに伴って仕事を
失う人が出ることも、時代の変化の中で起こる当然の
ことと考えられていて、仕事を失った人はリスキリン
グ等を経て別の仕事に就く機会も得られることもあ
り、「企業は従業員の雇用を守るべき」「解雇は悪いこ
と」という意識は一般的にあまりないそうです。

スウェーデンの方は英語が上手
　スウェーデンの公用語はスウェーデン語ですが、多
くの方が英語も流

りゅう

暢
ちょう

に話します。まちなかで英語が通
じなかったのはたった一度、ケバブ屋さんで食べよう
と列に並び、注文しようとしたところメニューがス
ウェーデン語のみで写真がなく、店員さんがトルコの
方で母国語とスウェーデン語しか話せなかったことが
ありました。ただ、そこはスウェーデン。店員さんが
お願いすると、後ろに並んでいた方が英語で通訳して
くれて、無事食べられました。
　学校では、小学校 1年生から簡単な英語の授業が始
まり、中学で英語での議論、小論文を書いたりと、しっ
かり取り組むのだそうです。高校生は英語でのコミュ
ニケーションに不自由していない様子でしたし、子ど
もが入った地元のバスケットボールチームでは、小学
6年生のチームメートはうちの上の子と英語でコミュ
ニケーションをとってくれていました。一方で下の子
のチームメートは英語を話さず、もっぱらスウェーデ
ン語だったそうで、小学校 3年生くらいだとまだそれ
ほど英語を話さないようです。

地下鉄ストックホルム中央駅のホーム階。壁・天井のペイントは観
光名所のひとつ
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　英語ができる理由に関し、仕事で会ったスウェーデ
ンの方々はよく「スウェーデンは小国だから」と言っ
ていました。たしかに、人口は約 1千万人と日本の10
分の 1以下です。世界の中ではマイナーな母国語だけ
でなく英語を不自由なく使えるようにするという方針
を国が持っていて、中学まで英語の授業時間数が多い
ようです。自国をそのように見て実践的な教育ができ
ている点は、スウェーデンの強みと思いました。
　もっとも、これもスタッフに聞いた話ですが、英語
を学び始めたとき「簡単だ」と感じたそうです。「ま
ず文字が同じだから」と。英語とスウェーデン語は源
流が同じ、比較的近い言語なので、簡単と感じるのだ
と思います。そしておそらく、現在はもう大人がみん
な英語ができることも、子どもが英語を身につけられ
る理由のひとつだと思います。
　スーパーの店員さんも、お年寄りも、こちらがス
ウェーデン語を理解できないと解るとすぐに英語に切
り替えて話してくれました。皆英語ができるなんてす
ごいなと思うとともに、スウェーデン語ができない外
国人に対しても英語で話しかけてくれるので、親切な
人が多いと感じられました。

給湯暖房費と環境先進地域
　ストックホルムでは、光熱水費として電気・ガス・水
道のほかに、給湯暖房費が徴収されます。水道のお湯
と暖房が一緒で、水道、ガス、電気とは別なのです。
これは地域熱供給システムのためです。スウェーデンで
は多くのまちで地域熱供給システムが普及しています。
　驚くのはその熱源で、技術の発展により現在は様々
な熱源が利用されています。エリアとして100万人都
市であるストックホルム市全体と近郊をカバーする熱
供給会社Stockholm Exergiは、家庭からのシャワー等
の排水、データセンターや多くの食料品店の冷蔵庫等
の排熱を回収して、熱供給の熱源としています。また、
海中や湖に熱交換装置を入れ、太陽光で温められた水
からも熱を取っています。加えて、家庭から出た生ご
みはアパートごとに回収され、林産業から提供される
余剰木材、枝葉・木くずと一緒に、この企業の施設に
運ばれて燃やされ、火力発電に使用されるとともにそ

の熱は地域熱供給システムの熱源となります。このよ
うにして、なんと熱源の98％を再生可能なまたはリサ
イクルされたエネルギーで賄

まかな

っているそうです 。
　北欧の地域熱供給の歴史は長く、現在のシステムは、
長い年月をかけて熱導管というインフラ整備が行われ
続けて今に至っており、熱導管があまり整備されてい
ない日本がすぐに同等レベルで導入できるものではあ
りませんが、個々の家庭、またスーパーやデータセン
ターなどから出る熱を放出して結果的に外気を暖める
のでなく、回収して熱エネルギーとして有効に利用す
る知恵や仕組みは、特に冬期の暖房で多くの化石燃料
を消費する北海道に将来もっと取り入れられるもので
はないかと思います。

おわりに
　私がスウェーデンで過ごした 3年間は、コロナ禍が
あり、ロシアのウクライナ侵略によってヨーロッパ内
で戦争が始まり、スウェーデン国内では選挙による政
権交代があり、戦争の影響からＮＡＴＯへの加盟があ
りと、大きく動いた時期でした。
　そのような中でも、スウェーデンは環境やＣＯ2排
出削減の国際世論をリードする国のひとつであり、交
通インフラ政策に関してもひとつひとつに国内で是非
の議論はあるのですが、その議論の土台は皆さん同じ
で、共通のベースがしっかりとあるように感じました。
　国どうしの関係は2024年12月に「戦略的パートナー
シップ」に引き上げられましたが、今後も経済・文化
等様々な交流を通じて両国の関係が深まっていくこと
を願っています。

地下鉄駅と教会のある住宅街。電灯が道路上に吊られている

スウェーデンで見えたもの：在外勤務から
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